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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は、民生用テレビにおいて、画面がフラットなブラウン管を実現するために行った鉄テンションマス
ク（SST：Super Slot Tension Mask）とこれを用いたブラウン管に関する開発研究の結果をまとめたものであ
る。まず、テンションマスクシステムを選択した理由を明らかにし、次に鉄テンションマスク「SST」の開発材
料、マスクフレーム設計、マスクシステムの特性及び鉄テンションマスク「SST」を配置したブラウン管の特性
について実験的に研究した結果をまとめた。 
 第１章においては、本研究で取り扱うブラウン管のシステム概要と使用部材、部品の機能の説明を行い、重
要となる品質特性について示した。 
 また、従来方式であるプレスマスク方式とテンションマスク方式に対して画面をフラットにするための技術
として優劣の検討を行い、テンションマスク方式採用の理由を述べた。 
 第２章では、まず新たに開発した鉄テンションマスク「SST」の構造並びに特性について述べた。マスクフレ
ーム設計に関する技術検討と設計を決定した理由を明らかにした。次に、鉄テンションマスク「SST」を実現す
るために開発した長辺フレームと既存材料を用いた短辺フレーム用材料に関して、組成、素材特性と鉄テンシ
ョンマスク「SST」に用いた場合の機械特性、磁気特性について実験しSSTに使用可能であるとの結果を提示し
た。長辺成型に関して圧延と成型を工程直結したロールフォーミング装置を考案し、長辺部材に適応した場合
の材料特性についての実験結果について述べた。 
 第３章では鉄テンションマスクの平板マスク設計を行った研究について述べた。平板マスクの構造、とりわ
け熱膨張の大きい鉄系素材を使用する場合の平板マスクの熱膨張を抑える擬似ブリッジ方式の開発と、この方
式を実現するための平板マスク材料の高温クリープ特性、磁気特性についてブラウン管の熱工程でもテンショ
ン低下が小さく、応力下、充分地磁気をシールドできる特性を有していることを述べた 
 第４章では第３章までの研究成果を総括する意味で、鉄テンションマスク（SST）及びSSTを搭載したブラウ
ン管に要求される「振動特性」、「ドーミング特性」、「磁気シールド特性」に付いてシュミレーションと実験を
用いた研究した結果について述べ、生産時のばらつきに関して実験した結果、フラット画面ブラウン管を実現
できることを示した。 
 第５章では本研究の総括として、開発によって得られたデータの有用性、今後の ブラウン管用途、及び開発
鋼材の将来の応用について論じた。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文の著者は、民生用テレビにおける、画面がフラットなブラウン管を実現するために行った鉄テンショ
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ンマスク（SST：Super Slot Tension Mask）とこれを用いたブラウン管に関する開発研究の結果を全５章にま
とめている。 
 第１章においては、本研究で取り扱うブラウン管のシステム概要と使用部材、部品の機能の説明を行い、重
要となる品質特性について述べている。第２章では、著者が新たに開発した鉄テンションマスク「SST」の構造
並びに特性について述べ、マスクフレームの最適設計に関する研究結果を明らかにしている。また鉄テンショ
ンマスク「SST」を実現するために開発した長辺フレームと既存材料を用いた短辺フレームについて、機械特性・
磁気特性を明らかにし、画面の平坦性と耐熱変形性に優れた性能が得られたことを述べている。 
 第３章では鉄テンションマスクの平板マスク設計に関する研究結果について述べている。平板マスクの構造、
とりわけ熱膨張の大きい鉄系素材を使用する場合の平板マスクの熱膨張を抑える擬似ブリッジ方式に着目し、
この方式を実現するためのマスク形状に関する最適化の研究を行った結果、優れた平板マスク材料の高温クリ
ープ特性、磁気特性が得られたことを明らかにしている。 
 第４章では第３章までの研究成果をもとに、著者の開発してきたブラウン管を製品化するための品質管理に
関する検討を行い、振動特性・ドーミング特性・磁気遮蔽特性において、それぞれ優れた結果が得られたこと
を述べている。 
 第５章では本研究の総括として、この研究で得られたデータの有用性、今後の ブラウン管用途、及び開発鋼
材の将来の応用について論じている。 
 これらの研究成果は、ディスプレーの分野における各種の基本技術として今後有効に活用されることが期待
できるものである。また高温状況での変形を最小限にする技術は原子炉部材等への応用も期待できる。 
 以上の研究成果および学術・技術水準より、本論文の著者は博士（工学）の学位を受ける資格を有するもの
と認める。 
